
 
 
 
 
 
サッカー部保護者の皆様、ＯＢの皆様、日頃より本校サッカー部の活動にご理解とご

協力を賜りまして、感謝申し上げます。 

 
さる 10月 7日（日）、来年の県リーグ 1部を賭けた鶴岡工業戦が行われました。ピッ
チは天然芝のすばらしい環境。山東は丁寧なパスで相手を上回り、カウンターから早い

攻撃を仕掛ける鶴岡工業に対して、やや押し気味に試合を進める。前半、左サイドから

のセンターリングを FW平が敵に体を預けながらフリーで控える味方へバックパス、決
定的なチャンスを作るも、シュートはクロスバーに当たり、先制ならず。その後もやや

優勢に試合を進めるも、鶴岡工業の圧力もすばらしく、簡単に土俵を割らない。 
後半もポゼッション率に優る山東と一発の鋭さに優る鶴岡工業という構図で試合が進

む。山東は押し気味に試合を進めるも、決定機を外す展開に、徐々に悪い流れを予感さ

せる。そうした中、DFと GKの間に放り込まれたボールを相手 FWに鋭く突かれ、先
制を許す。その後も山東はゴール至近距離でフリーとなる決定機を迎えるも、ボールは

再びクロスバー。焦りの色が濃くなった後半 30 分ごろ、右サイドハーフの後藤がすば
らしいドリブルの仕掛けから鬼嶋へ絶妙なノールックパス（顔の方向とボールを逆に出

して相手をだますパス）。鬼嶋が相手 GK との 1 対 1 を冷静に決め、ようやく同点。そ
して延長へ。 
延長に入って相手は足がつる者が出たが、山東は同点に追いついた強みか、しり上が

りに調子を上げ、右サイドからのセンターリングを平がスライディングシュートを放つ

も、左ポスト内側にあたり、ボールは GKへ。正直このときばかりは入ったと思って喜
んでしまいました。その後、FK のこぼれ球を詰めた峯田が逆転シュートを決め、山東
の勝利。 
見ごたえのある試合でしたが、その分疲れる、そして「かろうじて」という表現がぴ

ったりの薄氷を踏む勝利でした。都合ゴールポスト･バーに 4 回当てる決定力のなさが
出て、自分たちで自分たちを苦しくした、もっと楽に勝てたかもしれない試合でした。

ただ、苦しんで逆転したことは、次につながるものと思われます。応援ありがとうござ

いました。 
 

 
10月 7日（日）、県リーグ鶴岡工業戦当日、17:00から山形グランドホテルにて保護者
会の皆様が、選手権の激励会を開いて下さいました。昨年は選手権に負け、県新人激励
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会を開いてもらったのですが、今年はその逆で、地区新人で負け選手権で勝ったので、

選手権激励会となりました。当日は県リーグの一部を決めたこともあり、その祝勝会も

かねたものとなりました。OBの方からはゴールポスト・バーに 4回も当てる「うまさ」
についてご指摘がありました。実際当てようと思ってもなかなか当たらないものなのだ

が・・・と。 
また恒例の選手一人ひとりによる決意表明があり、長岡はマイクに頭をぶつける恒例

のネタを披露し、黒田はキャプテンとしてしっかり締めるような決意表明を行いました。

＜選手権しかない＞状況を力に代え、今週末頑張ります。 
 
 

 
10月 13日（土）、14日（日）と選手権の二次予選が開催されます。山東は 13日真室
川運動公園で天童高校と戦います。応援よろしくお願いします。 
 
10月 13日（土） 3回戦 

会場 11:00 13:00 

酒田北港緑地陸 
A 

山形中央 VS長井 
Ｄ 

山形南 VS鶴岡東 

酒田北港緑地海 
B 

城北 VS酒田東 
Ｃ 

東海 VS酒田南 

真室川運動公園 A 
Ｈ 

羽黒 VS鶴岡南 
Ｅ 

山形東 VS 天童 

真室川運動公園 B 
Ｇ 

鶴岡工業 VS米沢興譲館 
Ｆ 

日大山形 VS山形商業 
 
 
10月 14日（日） 準々決勝 

会場 11:00 13:00 

酒田北港緑地陸 Ａ VS Ｂ Ｃ VS Ｄ 

真室川運動公園 A Ｇ VS Ｈ Ｅ VS Ｆ 

準決勝は 10月 20日（土）小真木原陸上競技場にて、決勝は 10月 27日（土）県総合運
動公園にて 
 
 
 


